
サステナビリティ／CSR特講 November 2023 実務のポイント解説

サステナビリティ情報の有報記載
その基本的留意点その1

お問い合わせ先：tfukushima@SusA.co.jp

2023年11月24日
(株)サステナビリティ会計事務所 SusA
サスティービー・コミュニケーションズ(株) SusTB
代表取締役 福島隆史／ SusTB アートディレクター 藤野立来



お話の前提

企業取り組みの下支えをしている経験からの共通項についてお話しします。
決して特定企業のお話しではありません。

お客さま企業 約150社・グループ

グローバル企業グループの皆さまからご紹介などによりご指名をうけ、
コンサルティングや保証サービスを展開しています。
 サステナビリティ経営現状分析・中期ロードマップ策定
 外部評価向上支援
 レポート企画・コンテンツ決め支援
・・・
 GHG排出量保証 etc

SusA

1



ふりかえると、約四半世紀。
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2023 20501994

EMS構築関与（1994）

某ISO審査機関設立前
欧州調査参加（1995）

1996
ISO14001

2008～12
京都議定書

某監査法人

環境マネジメント部へ移籍
（1998）

SusA設立（2006）

2021
日本2050CN宣言

2030GHG
2013比約半減

ネットゼロ

（私事で恐縮ですが・・）

SusTB設立（2008）



本日、お伝えしたいこと

有報にサステナビリティ情報の掲載が始まった。有報にサステナビリティ情報の掲載が始まった。

開示内容について未だ多くの課題がある。開示内容について未だ多くの課題がある。

長期的に落ち着くべきところに着地する。長期的に落ち着くべきところに着地する。

指標に対するステークホルダーの期待。指標に対するステークホルダーの期待。

経験と自身の常識から見通してみたい。経験と自身の常識から見通してみたい。
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寸劇 セリフ 1/10
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寸劇 セリフ 2/10
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寸劇 セリフ 3/10
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寸劇 セリフ 4/10
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寸劇 セリフ 5/10
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寸劇 セリフ 6/10
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寸劇 セリフ 7/10
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寸劇 セリフ 8/10
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寸劇 セリフ 9/10
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寸劇 セリフ10/10
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寸劇付録a. 車両GHGの計算
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仮に、1台のクルマが年間5,000km走るとします。

燃費 10km/ℓとすると、500ℓ/年＝0.5kℓ/年

ガソリン車として、

2.32ｔCO2/kℓ×0.5kℓ/年＝1.16tCO2/台・年≓1ｔCO2/台・年

1,000台×1tCO2/台・年＝1,000tCO2/年



寸劇付録b. 事務所GHGの計算
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事務所利用の㎡あたりCO2排出量＝52.1kgCO2/㎡・年≓0.05tCO2/㎡

仮に、事務所利用が10,000㎡の場合、

10,000㎡×0.05tCO2/㎡・年＝500tCO2/年



寸劇付録c. 部品メーカーGHGの計算
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省エネ法の報告義務ライン 1,500kℓ/年

エネルギー使用はその5倍とのこと 5×1,500kℓ/年＝7,500kℓ/年

GHG計算 原油2.62tCO2/kℓ×7,500kℓ/年＝19,650tCO2/年≓2万tCO2/年

下期から子会社化したので・・

2万tCO2/年×6/12ヵ月＝1万tCO2/年



寸劇付録d. 1tCO2の大きさ
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車 1台分 （寸劇付録a.ご参照）

家 半年分

マンション㎡あたりCO2排出量＝31.3kgCO2/㎡・年≓0.03tCO2/㎡
仮に70㎡で、70㎡×0.03tCO2/㎡・年≓2tCO2/年→半年で1tCO2/年



寸劇付録ｅ. そもそもの有効桁数のお話
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仮に、8,888tCO2が、全部電気使用量であったとして、
その計算が、以下であったとします。

20,479MWh×0.434tCO2/MWh＝8,888tCO2

係数の有効桁は3桁であって0.4335～0.4344tCO2/kWhの間にあるとすると・・、

20,479MWh×0.4335tCO2/kWh＝8,877.65tCO2

20,479MWh×0.4344tCO2/kWh＝8,896.08tCO2の間に真値がある。

8,888tCO2のように、下1桁の8tCO2の位まで表示するのは、
有効桁を理解している人から見れば、誤表示に思えてしまう。

掛け算の有効桁数、ご理解のうえ開示ください。

詳細記載するにしても、8.89千tCO2と表現しておくぐらいが妥当。
（下1桁は、0～9の全ての可能性があるのに、8を表示するのはよくない）



電力CO2係数の変化 1/2

だいぶ以前 全国全電源平均を使用

5年ほど前 電力会社選択 基礎排出係数を使用 TEPCO例

現在 グリーン電力活用視野に 調整後排出係数残差を使用
TEPCO例

・・0.434kgCO2/kWh

・・0.457kgCO2/kWh

・・0.456kgCO2/kWh

【2022年度GHG計算】

ゼロを使うのであれば、
残差を使うのは必須。

19



電力CO2係数の変化 2/2

【CO2排出係数⼀覧】
（kgCO2/kWh）
電⼒会社名 基礎 残差 参考 基礎 残差 参考
北海道電⼒(株) 0.549 0.537 0.533 0.533 0.541 0.535 97% 101% https://www.hepco.co.jp/corporate/environment/global_warming/results_co2.html

東北電⼒(株) 0.496 0.488 0.483 0.477 未公表 0.460 96% https://www.tohoku-epco.co.jp/enviro/picup/co.html

東京電⼒エナジーパートナー(株) 0.457 0.456 0.451 0.457 0.390 0.376 100% 86% https://www.tepco.co.jp/ep/company/warming/keisuu

中部電⼒ミライズ(株) 0.449 0.388 0.382 0.433 0.459 0.440 96% 118% https://miraiz.chuden.co.jp/info/topics/__icsFiles/afieldfile/2023/08/04/topics_att_20230804.pdf
https://www.chuden.co.jp/csr/performance_data/

北陸電⼒(株) 0.480 0.489 0.484 0.487 0.514 0.499 101% 105% https://www.rikuden.co.jp/onshitsukoka/
https://www.rikuden.co.jp/ryokinshikumi/dengen.html

関⻄電⼒(株) 0.299 0.311 0.309 0.360 0.434 0.420 120% 140% https://kepco.jp/ryokin/power_supply/
https://www.kepco.co.jp/corporate/report/esg/pdf/2023/esg2023_05.pdf

中国電⼒(株) 0.529 0.540 0.536 0.537 0.552 0.545 102% 102% https://www.energia.co.jp/elec/free/co2/index.html

四国電⼒(株) 0.484 0.532 0.526 0.370 0.454 0.447 76% 85% https://www.yonden.co.jp/energy/environment/topics/2023_10_23.html

九州電⼒(株) 0.296 0.389 0.382 0.399 0.467 0.453 135% 120% https://www.kyuden.co.jp/environment_notice02.html

沖縄電⼒(株) 0.717 0.685 0.684 0.710 0.680 0.675 99% 99% https://www.okiden.co.jp/environment/ourecoact/img/data/archive/data002.pdf

全国全電源平均

ELCS確報値・速報値 https://e-lcs.jp/news/2023/09/2022co2.html

（web検索調べ by SusA福島　at2023年11⽉中旬）

2021年度(環境省公表値) 2022年度(各社速報値) 出所web_html対前年
基礎

対前年
残差

100.2% 0.4360.435

0.434
https://ghg-
santeikohyo.env.go.jp/calc

次年、2023年度GHG計算は、関東と関西で真逆の影響を受ける・・
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IFRS S2 ロケーションベース開示を要請

ロケーションベースでスコープ2、開示してね。

マーケットベースでスコープ2、開示したっていいけどね。

GHGプロトコル上でのロケーション・マーケット併記要請から、
ロケーションベースに軸足明示されている。
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SHK制度・GXリーグ←→GHGプロトコルとの算定対象活動の違い

 GXリーグでの除外活動

 委託先における排出

 製品等の供給による排出

 大気放出の伴わない温室効果ガスの利用

 外で利用する営業車等からのGHG排出

• ただし事業での車両はGHG算定に含む

 工事実施時の排出

 工事現場の排出

上記思考方向性はSHK制度ベースに基づく。

 委託すれば外せる

 移動源削減は大テーマ

 業界ガイドライン方向性

懸念

有報記載GHGなどには関係ない、とは言い切れない・・
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SHK制度の今後：車両や現場工事を含める議論がある
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SHK制度の今後：データセンターで実態に沿った計上ルールへ
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Scope3において、課題だと思うこと

使用開始年にこだわる？

販売対象にこだわる？

累積がわかるなら
そちらがよいのでは？

会計の減価償却を
活用すればよいのでは？

現GHGプロトコルを金科玉条のように考えるのは・・・
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Scope3 カテ11の計算

from 環境省 Q&A サプライチェーン排出量算定におけるよくある質問と回答集

 製品保証等で、市場提供累積がわかっていても？

 ユーザーサイドの削減取組が反映できない

 最新型で計算可能ゆえ、提供側に有利

懸念
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人的資本 多様性指標の開示

個社表示（歯抜け）では全体像が見えない。
グループベースが任意扱い＆指標の目指す方向性に沿った確認ができない。

グローバル地域別表示をしないと、意味がないのでは？
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男性育児休業等取得率 厚労省の定義

分子に＋1名カウント。

赤ちゃんに1分1秒でも早く逢いたくて、
会社を休んで病院に駆けつけた！

そもそも分子・分母の対象が異なる。

男性育児休業取得率イメージと、
乖離してしまっている・・。
それを有報に開示してしまう怖さ。
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有報 サステナビリティ情報 記載の全体像

 GHGと人的資本等が、ごちゃまぜ・・・
 一方で、テーマごとにガバナンス・戦略・リスクM・指標目標区分での記載も困難・・

 必須と任意（記載不要）が混ざったことで、さらに解読が難しい。

from 金融庁web
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第三者保証への対応
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集計開示スケジュールの変化

1月 2月 3月 4月

当年

6月5月

決算末 有報

7月 9月8月

請求書等
収集

SHK制度等
対応

統合レポート等対応

早期集計試行・
期中予測対応

3月推計含め、
ベース数値確定

有報対応これから

これまで

SHK制度
等対応

統合R等対応

無理！の悲鳴は、『財務はできているのだから』という
現場を知らない方々の一言に、かき消される・・
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第三者保証、既に始まっているスケジュール

1月 2月 3月 4月

当年

6月5月10月 11月 12月

前年

決算末 有報

期中審査：
 上半期、3Qを対象に審査実施
 サイト往査も併せ実施

期末審査：
 期末著増減 審査実施
 Scope3・人事データ等

契約締結

保
証
報
告
書

既に、役員報酬連動型企業等において始めています。
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サステナビリティ会計事務所 現在の自己紹介

約40REIT

2022〜2023 SusAが保証を提供した事業会社 57社

朝⽇⽣命保険相互会社
株式会社アマダ
アンリツ株式会社
⽯塚硝⼦株式会社
株式会社ウイルプラスホールディングス
エネクラウド株式会社
エクシオグループ株式会社
NTTアーバンソリューションズ株式会社
NTTコミュニケーションズ株式会社
株式会社NTTドコモ
株式会社エニグモ
オイレス⼯業株式会社
国分グループ本社株式会社
コムシスホールディングス株式会社
三機⼯業株式会社
シークス株式会社
株式会社ジャパンインベストメントアドバイザー
JFEホールディングス株式会社
住友⽣命保険相互会社
住友理⼯株式会社
千住⾦属⼯業株式会社
株式会社⼤気社
⼤樹⽣命保険株式会社
⾼砂熱学⼯業株式会社
TANAKAホールディングス株式会社
株式会社ダイセル
株式会社ダスキン
株式会社ディー・エム・シー
ディップ株式会社
東亜建設⼯業株式会社
トーセイ株式会社
⼾⽥建設株式会社
⻄⽇本電信電話株式会社
⻄松建設株式会社
株式会社⽇清製粉グループ本社
ニッスイ株式会社
⽇東紡績株式会社
⽇本化薬株式会社
⽇本精⼯株式会社

⽇本⽣命保険相互会社
⽇本電信電話株式会社
⽇本冶⾦⼯業株式会社
野村不動産ホールディングス株式会社
東⽇本電信電話株式会社
株式会社フェローテックホールディングス
プラス株式会社
マクセル株式会社
松⽥産業株式会社
三菱マテリアル株式会社
株式会社ミライト・ワン
株式会社村⽥製作所
ヤマシンフィルタ株式会社
株式会社ヤマダホールディングス
株式会社UACJ
UBE株式会社
株式会社ヨコオ
リコーリース株式会社

35,520千円（2023年3月末）

300,000千円（2024年3月期 第18期見込）
202,182千円（2023年3月期 第17期）

33



サステナビリティ／CSR補講 webサイトご紹介

ID：susaspecial
PASS：mangookapi

ID：susamovie
PASS：cloverpig
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サステナ経営の
重要性を説いた
「コンペ編」

人権DDを扱った
「傷ついた鎖」

ESG評価偏重に
警鐘を鳴らした
「不都合な評価」



今後とも、支援させていただきたいこと。
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サステナビリティマネジメント構築運用・開示

経営者やご担当者の、社会や会社をよくしていきたいという熱き想い

あなたがたこそ、世界を変える主役！



お知らせ
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 サステナビリティ／CSR特講
次回2024の開催日は・・・

 2023年11月中旬、
GXリーグ登録検証機関申請しました。

 週刊経営財務No.3629
2023年11月13日号、
「サステナビリティ情報の保証の
現場から～非監査法人編～」に、

対談者のひとりとして
福島が語っています。
よろしければご一読ください。


